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財団法人 国 際 湖 沼 環 境 委 員 会 
このニュースレターには英語版もあります。 

 
世界湖沼会議出席のため、到着した代表団 

際会議に出席したことがあ

る人なら全て国際会議とは

大変な仕事であると言うで

あろう。何百編もの論文、何十もの会

合やワークショップ、会議場は人でご

ったがえし、そこには、価値のある成

果を導き出そうとする緊張感があふれ

ている。昨年末、アルゼンチンのサン・

マルティン・デ・ロス・アンデスで成

功裏に開催された第 7 回世界湖沼会議
(湖沼の保全と管理に関する国際会議)
においても、まさに同様の光景が展開

された。「しかし、実際にはどんなこと

が起こったか。真の成果は得られたの

か。」という疑問が残るのは当然である。

今号では、この点について 1 つの回答
を与えたいと思う。 
「1つの回答」としたのには、理由が

ある。この会議で 500 人以上の出席者
が行ったウェーブや今後も続くであろ

う活動のすべてを再現することなど、

とうていできないからである。今回は、

紙面の約半分を本会議と、その他関連

事項にさこうと思う。 
各セッションや発表に共通のものが

あったとすれば、それは議論の対象の

多様性だ。環境教育、数理モデリング、

モニタリングから水分配管理、貯水池

設計等まであった。もちろん、こうい

った個別テーマにとどまらず、世界の

湖沼の健康度、湖沼や集水城の管理、

その他さまざまな包括的なテーマも議

論された。 
地球温暖化防止京都会議(COP3)(6
頁に関連記事)のような大会議に比べ
ると規模が小さいこの様な会議では、

世界を変えることはできないかもしれ

ない。しかし、環境や世界の淡水が直

面している問題について青少年に教育

することの重要性など、多角的な側面

に重点を置くことにより、みんなの意

識を高めることができるのである。 
世界の湖沼、ダム湖の悪化状況を改

善するのは険しい道のりであり、しな

ければならないことがたくさんある。

まず第一歩として、こうした問題を認

識しようとすることである。ラカール

'97は、その正しい方向へ実に重要な一
歩を踏み出したのである。本会議で配

布された情報が世界からの出席者によ

り世界各地に持ち帰られ、水資源の保

全に有益に活用されることを願うもの

である。 
 

主な内容 

・ラカール'97分科会報告 
・生物指標に関するワークショップ 
・第 8回科学委員会総会 
・アルゼンチンでワークショップ 
・湖沼モニタリング活動 

・リッカルド・デ・ベルナルディ科学委員 
・コペンハーゲン LAKE99／ホームページ 
・COP3／編集者への手紙／生態学琵琶湖賞 
・世界の湖沼 ハンチャ湖(ポーランド) 
・新刊案内および今後の会議 
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ラカール'97分科会報告 
ここでは、ラカール’97の期間中に開
かれた 7 分科会の極めて大まかな概要
を報告する。これらの分科会は、世界
湖沼会議の核となる部分で、読者には
会議で闘わされた議論の中心課題を理
解いただけよう。 

第 1分科会：湖沼水資源の評
価とモニタリング 

2日間にわたり発表された論文は、約
25編で論題は多岐におよび、湖沼の水
文学からシアノバクテリアによる毒性
の影響、革新的なバイオアッセイ技術、
インドにおける貯水池の問題まであっ
た。また、アンデス山脈の東斜面に位
置するアルゼンチンの氷河湖の多様な
側面については、多くの優秀な論文が
発表された。これらの内容は、水収支、
地域降水量に対するエルニーニョ現象
の影響および地球温暖化の影響の可能
性であった。リン負荷について論じた
ものが 2 編あった。アンデス東斜面の
氷河湖およびサンロケ貯水池のバクテ
リアを扱ったものも 3 編あった。ブラ
ジル、ニュージーランド、アメリカ合
衆国、ハンガリー(バラトン湖)およびロ
シア(バイカル湖)からも事例の報告が
あった。本分科会の総括的なまとめの
一部は次のとおりである。 
・モニタリングは、変化を確認し、そ
れに基づいて管理上の対応措置を確実
に行うために、長期的な観点から実施
されなければならない。 
・コストを削減し、お互いにデータの
比較をもっと行いやすくなるように測
定方法を簡素化する必要がある。 

第 2分科会：湖沼資源の管理 
湖沼・貯水池の水質とそれに関連す
る諸問題を管理するための様々な環境
技術の発表が 12編行われた。この分科
会の焦点は、富栄養化問題および良好
な水質の維持または悪化した水質の回
復のための規制に当てられた。結局は
安くつき、また、より安定性のある結
果を生じることから、予防的措置が望
ましいことが実証された。但し、栄養
塩の発生源が広く分散している場合や
湖沼の富栄養化に関わる代謝において
湖沼内部での栄養塩類の再循環が卓越

している場合には、湖沼内部での環境
対策が、大きな効果を生じることもわ
かった。本分科会の結論として、依然
として富栄養化が湖沼水質の変化を引
き起こす最も一般的な原因であるとさ
れた。 

第 3分科会：湖沼の持続可能
な利用 
本分科会における発表論文の分野は、
次の 3点の事例研究であった。 
(1)環境資源の計画と管理における経験 
(2)環境資源の管理のための計画の手段
および技術 

(3)大規模な環境資源システムの持続可
能な利用のための管理の経験の拡
大・発展 
(1)では、ラカール湖およびその他の
アルゼンチン・パタゴニア地方の自然
および環境資源に関する経験の実例が
発表された。河川、湖沼のような淡水
システムの計画作成の経験が、南アフ
リカ、フィリピン、イタリア、日本、
パキスタンの参加者から発表された。 

(2)の発表では、リモートセンシング、
GIS のような先端の手段や技術に関す
る発表が数編あった。これらの発表で
は、都市周辺における湿地帯の建設の
ような最近行われるようになってきた

環境資源管理手法を取り扱う適切な枠
組を作る必要性が強調された。 

(3)の例としてあげられた湖沼は、カ
リバ湖、琵琶湖、モノ湖およびラグナ
湖であった。結論は、過去の誤りから
将来の開発について多くを学び得ると
言うことであった。 

第 4分科会 貯水池の設計と
施工：人造湖生態系の管理 
本分科会では、16編の論文発表があ
ったが、多くがアルゼンチンからであ
った。分科会の論点は、次のとおりで
あった。 
・不適切な土地使用により土壌が撹乱
され、貯水池への土砂の堆積が予測の 3
倍から 60倍になっている。 
・環境影響評価は、ダム建設の改善に
有益なアプローチである。 
・経済的アセスメントにより、事後の
回復対策のコストやコストの外部化が
評価されるようになってきている。 
・貯水池とその集域に対する人間の圧
力は、特に南半球では高い。 

第 5分科会 モデリング 
この分科会では、18のモデリングに
関する論文が発表されたが、15編は湖
沼水理学上の問題であり、3編は生態モ
デルに焦点を当てたものであった。こ
 (Page 2 of 8) 

 
第 6分科会で、地域での環境教育を発表する中村初子さん 
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れらの論文は、いずれも水準が高く、
大半はアルゼンチンの湖沼と貯水池に
焦点を当てたものであった。コンピュ
ータ技術の急速な発展により、3次元モ
デルが著しく増加した。生態学的モデ
リングに関する基調講演では、湖沼の
モデリングの概観とともに、最近開発
された組織的動的モデリングの紹介が
行われた。このモデル化は、生物学的
構成要素の特性を、適応過程あるいは
種構成の変化に応じて変更していくも
のである。 

第 6分科会 組織と情報：環
境教育と市民参加 
基調講演「ILECと持続可能な開発の
ための教育」を含む 14編の論文が発表
された。環境教育に関する論文は、全
て水生生態に係わる提案あるいは経験
を扱ったものであった。2論文は、NGO
の面での市民参加を発表した。引き続
き活発な討議が行われ、以下の提案が
なされた。 
・水、湖沼や流域に関するプロジェク
トあるいは資金援助プログラムには全
て、関係する生態系についての環境教
育を構成要素として取り入れるべきで
ある。 
・湖沼に係わる環境教育の経験をまと
めるために、相互交流の場あるいは地
球規模のネットワークを作るべきであ
る。 
本分科会の結論は、湖沼とその流域

を出発点とする環境教育は、環境教育
のプロセスと方法論の発展に貢献し、
また、有益なものであるということで
あった。 

第 7分科会 国際湖沼・水域
の管理 
基調講演では、チャド湖、ビクトリ
ア湖、タンガニーカ湖、マラウイ湖お
よびカリバ湖を上げて、アフリカにお
いて国境を共有する水資源の管理状況
について論じた。本講演では、水の少
なさ、水質の悪化、富栄養化、生物多
様性に対する脅威ならびに漁業管理を
含む数多くの管理問題の指摘があった。
カリバ湖については、流域諸国間の協
力の法的枠組みの事例とされた。ザン
ビアとジンバブエからは 2 論文が発表
され、ザンベジ川水系の管理について
さらに詳細に論じられた。 

生物指標に関する 
ワークショップ 

10月 28日、ILEC科学委員会は、第
7 回世界湖沼会議の行事のひとつとし
て生物指標の適用に関するワークショ
ップを開催した。 
まずヨルゲンセン委員長が、第一次
指標と高次指標との間の違いを含む生
態系と生物指標の概念を論じた。多く
の指標実について、積極的な議論が交
わされたが、第一位指標に照準があて
られた。どの指標を選択したらよいか
は、それぞれの湖沼の問題によるとい
うことが、議論により明らかになった。
例えば、富栄養化が問題となっている
のであれば、栄養塩類の総量と、クロ
ロフィル a 植物プランクトンの量およ
び一次生産の大きさが重要な指標であ
る。また、採水層における酸素の量は
湖沼管理において最も関心を向けるべ
き一般的指標であるとされた。 
生態学的指標の選択において、湖沼
研究の経済性についての考慮も重要と
された。例えばインドでは三つの生物
指標のレベルが適用されているが、ど
のレベルの指標を選択するかは、経済
性と対象湖沼の重要性によって決定さ
れる。 
高次指標としては、生物多様性、カ
ーソン指数、エクセルギーおよび特定
エクセルギーなどの高次指標が議論さ
れた。 

第 8回科学委員会総会 
1997年 10月 26日から 11月 2日ま

で、第 7 回世界湖沼会議をはさみなが
ら、第 8 回 ILEC 科学委員会総会が開
催された。 

 
委員会はまず、第 8 回世界湖沼会議
をコペンハーゲンで開催することを承
認し、第7回世界湖沼会議(ラカール97)
において生物指標に関するのワークシ
ョップを開催すること(左記参照)を決
定した。この冒頭のセッションにおい
て、滋賀県の山田副知事から 2001年の
第 9 回世界湖沼会議を滋賀県で開催し
たいとの意向の表明があった。 
 
委員会は、続いて、各委員からは、
世界湖沼データブックの更新の優先、
他の組織との連携の強化、世界湖沼が
直面する問題については課題指摘、開
発途上国からの世界湖沼会議への参加
の促進、新科学委員の推薦等を事務局
に勧告し、その後、委員会は 2 つのグ
ループに分かれ、ILECとして中長期的
に優先的に行うべきことについて議論
した。この中には、気候変化と湖沼へ
の影響、地理情報システムとリモート
センシング、各国における ILEC 協力
組織の育成、事務局の強化、広報等が
含まれている。 
C (Page 3 of 8) 

 
第 8回科学委員会稔会 
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アルゼンチンで 
ワークショップ 

昨年 10月 24－25日、第 7回世界湖
沼会議の機会に、ILECは、アルゼンチ
ンの研究所、大学、行政機関、二国間
貯水池管理機関の各代表と ILEC 科学
委員の参加により、同国サン・マルテ
ィン・デ・ロス・アンデスで、アルゼ
ンチンの湖沼の持続可能な管理に関す
るワークショップを開催した。 
 
これは、環境庁の委託による国別の
湖沼環境保全調査の一環として行われ
たもので、アルゼンチンの湖沼とその
管理の現状全般について点検するとと
もに、同国の湖沼の持続可能な利用と
管理について議論した。具体的には、
持続可能な湖沼管理と開発、貯水池の
富栄養化と開発、アルゼンチンの湖沼
の分類と状況、質と量に関する課題、
モニタリングと環境影響評価等につい
ての発表の後、事例発表が行われた。 
事例は、半乾燥地に位置するコルド
バ市の水源であるが汚染に悩むサン・
ロケ貯水池、アンデス地域の観光開発
に伴う汚染に悩むナウエル・ウアピ湖、
ウルグアイとの国境をまたいでいるた
めに密接な二国間協力を必要とするサ
ルト・グランデ貯水池の 3件。 
このワークショップは、アルゼンチ

ンの湖沼・貯水池の持続可能な管理に
関する重要な課題を明らかにするとと
もに、共催者の日本国環境庁とアルゼ
ンチン国立水・環境研究所、ILEC、ア
ルゼンチンで水資源を担当する経済・
公共事業省、その他の関係官庁や大学、
電力会社等の間の協力関係の強化にも
役立った。 
ワークショップの結果は、前記環境
庁委託調査の平成 9 年度報告書の一部
としてまとめられる予定。また、この
シリーズの調査の来年の対象国はジン
バブエの予定。 
 

回のニュースレターにおいて
予告したとおり、(社)日本環境
技術協会加盟企業(JETA-ホリ

バとセントラル科学)の参加も得て現
地調査が第 7 回湖沼会議前にアルゼン
チンで行われた。調査した湖はサンタ
フェ市においてパラナ川と接続するセ
トウバル湖、コルドバ市近郊に位置す
るサンロケ貯水池、そして第 7 回湖沼
会議の開催地であるラカール湖の 3 つ
である。 
セトウバル湖は南端出口においてパ
ラナ川に接続しているため、湖水位お
よび水質においてパラナ川の影響を直
接被る。訪問した 10月は丁度雨期の始
まりであったため、水は濁っておりよ
く混じりあっていた。これだけ濁度が
高いと光合成活動が阻害されるため、
プランクトンの増殖はみられなかった。
しかしながら湖の水はサンタフェ市の
下水により汚染されており、大腸菌群
数が 100,000MPN/mLにもおよぶ場所
があった。栄養塩濃度においても全リ
ン濃度で 0.1mg/Lにおよぶ地点があっ
た(JETA,TOA)。水があれだけ濁ってい
たにもかかわらず、いくつかある湖水
浴場は人でにぎわっていた。また、湖
水はサンタフェ市の上水供給源ともな
っている。 
サンロケ湖はそのアオコの発生で知
られている。我々は溶存酸素、水温お
よび濁度の鉛直分布の測定を行ったが、

アオコ発生水城に特徴的な発達した成
層と湖底付近での溶存酸素欠乏が見ら
れた。ミクロキスティス(Microcystis 
aeruginosa)濃度は夏期に著しく高く
なる。またダム堤体付近においては藍
藻 毒 ・ ミ ク ロ キ ス チ ン の 濃 度
(Microcystin LR＋RR＋YR の合計濃
度。京大環境質制御研究センターにて
測定)が 100ppb を越え、希に流入河川
河口において 2ppm を記録することも
あり(京大とアルゼンチン国立水環境
研究所の共同調査による)、適切な水処
理が行わなければ飲料水として非常に
危険になりうる。湖水は人口 150 万人
を数えるアルゼンチン第二の都市コル
ドバの水道水源となっており、その潜
在的危険性については言うまでもない
だろう。 
ラカール湖は適切に管理された清澄
な湖である。我々のプロファイラーで
は50m付近まで濁度が検出されなかっ
た。また観測においては 50m水深付近
まで溶存酸素濃度はほぼ飽和に近い状
態にあった。しかしながら、サンマル
ティン市からの下水により湖岸付近の
汚染が報告されていた。現在この間題
は、リン・窒素除去と紫外線による殺
菌装置を備えた新しい下水処理場の建
設により軽減されている。この水質改
善の実例とその良好な水質から、ラカ
ール湖は人と自然との共存の最も良い
一例であるといえる。 

前 
湖沼モニタリング活動 
 
測定機器のキャリブレーション 

 
サンロケ貯水池での観測 
(Page 4 of 8) 
 

観測ボート(セトウパル潮) 
 

ラカール湖 
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ッカルド・デ・ベルナルディ
博士が ILEC科学委員になっ
たのは、1992 年であるが、

1984年に大津市で開催された第 1回世
界湖沼会議(LECS'84)に発表者の一人
として招待されて以来常に ILEC に精
力的に協力してきている。 
デ・ベルナルディ博士は、1972年に
ミラノ大学で生物科学の学位を取得し
ている。彼の学位研究はイスプラにあ
るヨーロッパ共同体(EC)共同研究セン
ターで行われ、そのテーマは、「生物学
におけるイオン放射性の影響と軟体保
菌生物ビルハルズィオシスの個体数変
化」で、この保菌生物の抑制について
の方法論を構築しようとするものであ
った。 

1973年、国立研究会議の一機関であ
るイタリア水生生物研究所(I.I.I)の職
員となり、1983年には同研究所の所長
となった。イタリア水生生物研究所は、
イタリアにおける陸水学に係る 2 大研
究所の 1 つであり、湖沼の自然環境、
悪化状況または回復状況の研究及び環
境管理に先進的に着手していた。また、
同研究所は、イタリア国内の数大学の
修士・博士課程の学生や国外の研究所
の研修生に対する支援・研修活動も行
っている。実際には、同研究所の教育・
研修活動は、開発途上国、特に南アメ
リカヤアフリカからの研究者を対象と
したものが主となっている。 
デ・ベルナルディ博士の研究の中心
は、自然の個体群における捕食動物と
被捕食動物の相互関係及び競争関係の
動態及び湖沼中の様々な構造の生物群

集の役割の機能上の意味解析にある。
なお、捕食者・被捕食者関係及び競争
関係については、どちらについても生
物学的モデリング手法を用いて分析し
ている。この分野では、富栄養化過程
の管理の手段として、食物連鎖の水中
のバイオマニピュレーションとそれが
水質に及ぼす効果について分析したパ
イオニアの一人である。彼は、また、
富栄養化と酸性化の過程に係る湖沼の
汚染の管理において生態学的手法の適
用できる可能性とその限界についても
研究している。 
デ・ベルナルディ博士の現在の研究
は、湖沼生態系の長期的データを分析
すること及び生態系の進化をよりよく
理解する手段としてエクセルギーの概
念によるアプローチを考慮しつつ、食
物連鎖におけるエネルギーの移転の効
率を左右するプロセスを確定すること
に主に向けられている。 
デ・ベルナルディ博士の精力的な研
究活動は、湖沼の機能及び管理に係る
250 もの研究論文が、国内のみならず
国際ジャーナルや、モノグラフといっ
た形で発表されていることからも伺え
る。博士は、イタリア水生生物研究所
が発行している「メモリエ」と「ドク
メンタ」という 2 つの国際雑誌の出版
責任者でもある。また、そのほかの国
際的科学雑誌の専門委員にもなってい
る。(ILEC 国際科学ジャーナル「湖沼
と貯水地 その研究と管理」、アカ
(Acqua) 、 水 科 学 評 論 (Revuedes 
Sciences de I'Eau))。また、いくつかの
学会のメンバーでもある。 
 
彼は、「ヨーロッパの淡水の水生生物
の質的課題」および「魚類のための質
的課題」に関するヨーロッパ共同体の
諮問委員でもある。また、国内外の各
種委員会の委員を多数務めている。例
えば国際大ダム会議イタリア国内委員
会の環境影響作業部会の元委員、現在、
スイス・イタリア水城保護国際委員会
の科学技術小委員会委員、ヨーロッパ
科学・芸術アカデミー会員等々。 

Lake 99 
コペンハーゲン市で開催 
2 年ごとに開催される次の世界湖沼会
議は 1999年 5月 17から 21日に、デ
ンマーク王国ヘンリク王子の後援を受
け、コペンハーゲン市で開催される。 
 
会議では「持続可能な湖沼管理」に
関連する全ての側面を取り上げる。多
くの努力がなされ、また、人々の意識
も高まっているにもかかわらず、湖は
一般に現代社会の中で、脅威にさらさ
れている。湖の状況の深刻化の例、あ
るいは壊滅的な悪化の例さえもが非常
に多く、かついまだに増え続けている。
地域の気候、観光、レクレーション、
漁業、野生生物、人類やその他の生物
種にとっての湖沼の重要性を考えると、
経験の交換や最新の知見に関する議論
は今まで以上に肝要になっている。 
幅広い努力が必要である。そのため、
世界湖沼会議は、研究者、行政担当者、
NGOと政策立案者が一堂に会し、湖沼
管理の課題に関する最新の知見につい
て発表し議論することを目的としてい 
る。 
会議についての詳細・最新情報はイ
ンターネットの www.lake99.dkから
得られる。もちろん ILEC ニュースレ
ターでも随時お知らせする。 

ILECホームページが移転 
郵政省・草津郵便局からの寄付
金付年賀葉書助成金により、
ILEC のコンピューターシステム
が強化され、早速 1 月 19 日の
JICA/ILEC 湖沼管理研修コース
に活用している。ILEC ホームペ
ージも新しいサイトに移転した。
これに伴い、ILEC の電子メール
も変更になった。 

 
新ホームページ 

http://www.ilec.or.jp/ 
新電子メール 

info@mail.ilec.or.jp 

リ 
ILEC科学委員紹介コーナー 

リッカルド・デ・ベルナルディ 

 
リッカルド・デ・ベルナルディ 
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COP3に参加 
ILECは、昨年 12月 1－10日に京都
で開かれた国際連合気候変動枠組み条
約第 3 回締約国会議に参加した。条約
の規定により、地球温暖化問題に関係
する活動を行っている団体は、登録し
て締約国会議に参加することができる。
淡水も地球温暖化の影響を受けること
が予想されるので、ILECにもそのよう
なオブザーバー参加の機会が与えられ
るのである。 
地球温暖化効果ガスの排出について
具体的な規制を規定する「京都議定書」
についての合意を目指した今回の会議
の交渉は難航し、ほとんどは、ILECの
ようなオブザーバーの参加できない非
公式協議により行われ、しかも交渉は
連日深夜にまで及んだ。 
京都議定書の採択という極めて政治
的な問題への集中が必要であったため、
地球温暖化が環境に及ぼす影響につい
ての具体的な議論は行われなかった。
また、「政府間機関」という締約国会議
の基本的性格そのもののため、民間団
体からは代表 3 人の発言が許されたの
みであった。 
しかし、ILECは、水に対する気候変

化の具体的な影響の予測、そのような
影響に対する対応策の明確化及びその
ような行動を実施するための戦略とプ
ログラムの形成を呼びかけるチラシを
配布した。また、UNEP の国際環境技

術センター及び産業と環境センター
(パリ)、(財)地球環境センターと共同で
会場にブースを設け、1万人を超えるこ
の会議の参加者に対する情報提供を行
った。 
次の締約国会議は今年 11 月 2－13

日にアルゼンチンで開かれる。ILECと
しては、次回は気候変化が環境に与え
る影響についてもう少し具体的な議論
が行われるものと期待している。その
場合には、ILECの参加が更に不可欠な
ものとなる。 

在日本カンボジア大使か
らの手紙 

12月に ILECに届いた手紙を紹介す
る。紙面の都合により、通常は読者か
らの手紙は掲載できないが、在日本カ
ンボジア大便の手紙には皆さんにも興
味があることと思う。 
 
ILECニュースレターの編集者の皆様 
 

1996 年からニュースレターを送っ
ていただいていますが、97 年 10 月の
有益で、知識を与えてくれる非常に良
くできたニュースレター(第 30 号、英
語版)を受け取り大変喜んでおります。 

ILECニュースレターを受取り、環境
保護の分野で活躍する責任者として働
いている友人に手紙を書き、そして話
しあおうという気持ちになりました。
その内容は、親愛なるノロダム・シア

ヌーク国王は、人間の無政府的な行動
により引き起こされる環境破壊につい
て警鐘を発した最初の人物であるとい
うようなことです。 
カンボジア人は米と魚を主食として
食べ、日本人と似ています。我々の魚
は主に、トンレサップ (約 100km×
40km)と呼ばれる淡水の大湖でとれま
すが、この湖は、現在、土砂の流入そ
の他の人間が原因の問題に見舞われて
います。 
資源が限られている中で我々国民の
ためにこれほど多くのことを行ってい
る我が国環境省に対し、皆様が今後多
角的な協力と支援をさしのべて下さる
ことに、在日本カンボジア大使として
心からお礼を申し上げます。 
当大使館を ILEC のメーリングリス
トに引き続き入れ、英語版ニュースレ
ターを定期的に送付頂けますと幸いで
す。親愛なる編集者の皆様に私の最高
の敬意を表します。 

 
1997年 12月 28日 
トゥルオン メアリー 
在日本カンボジア王国大使 

 

生態学琵琶湖賞 
環境保全に関する役割をより積極的

に担い、広く日本や世界に貢献すると
ともに、県民意識の高揚を図るため、
滋賀県は 1991 年に水環境またはこれ
に関連する分野の生態学の研究の振興
に資する「生態学琵琶湖賞」を設置し
た。ILECはその事務の一部を受託して
いる。 
 
東アジア地域、東南アジア地域、お
よび西太平洋地域に居住し、水環境ま
たはこれに関連する分野の生態学研究
において、学術的見地から重要な研究

成果をあげた人を候補者の対象・資格
要件とする。 
賞は原則として、毎年度 2 名に対し
授与され、受賞者には賞状および賞金
500万円が授与される。 

詳細については、ILEC事務局にお問
い合わせいただくか、次のホームペー
ジを御覧下さい。 
 
http://www.ilec.or.jp/prize/j-index.html 

 
生態学琵琶湖賞 1997年受賞者 
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世界の湖沼 ポーランドのハンチャ湖 
バジリ・チェチュガ 

氷河期に形成されたハンシャ
湖は、ポーランドのみならず
ヨーロッパ低地において最も

深い湖で、深さは 108.5m ある。ポー
ランド東北部スワルキ地方の最高部に
位置し、標高 227.2m である。湖岸部
は、巨礫と厚い砂礫層が占めており、
イグサは生えていない。クザルナ・ハ
ンチャ川の河口部と何個所かの入り江
の 堤 防 で ほ ん の 一 部 に ヨ シ
(Phragmites communis)の茂みが見ら
れるだけである。しかし、沈水植物は
大量に比較的深い所にまで発生してお
り、水深 20mに生育しているものもあ
る。これらの沈水植物は、主にカナダ
モ(Elodea canadensis)および輪藻類の
代 表 種 で 、 リ ュ ウ ノ ヒ ゲ モ
(Potamogeton pectinatus)は少ない。
夏季には、表層水温は 20℃まで上がり、
温度躍層が水深8－15mで形成される。
保水層は冷たく、平坦で、水温は春季
の 3℃が夏季には 4.5℃に上昇する。セ
ッキ板で測定した透明度は 9.1mで、夏
季には光線が 25m の深さまで達する。
夏季の採水層は、常に酸化しており、
酸素量は 9mg/L以下になることはない。

貧栄養湖の特徴である酸素を含む層が
観察され、最大値は温度躍層の中で見
られる。植物プランクトンで卓越して
いるのはケイソウ類で、クロロフィル
濃度は、0.75－30.0μ/L であるが、植
物プランクトンの有機物一次生産は、
85.7mg/m3に達する。 
 
湖水の従属栄養バクテリアの細胞数
は、200,000/Lより少ない。その上、こ
の湖水には 2 つの希少種である下等菌
類 、 Anguillospora gigantea と
Tricladium giganteum が生息してい
る。動物プランクトンは、量・種とも
少ない。ワムシ類が 7種、甲殻類が 10
種である。ミジンコ Daphnia cucullata
が、甲殻類生物量の約 80％を占めるが、
Cocopedaの代表種は約 5％である。注
目すべきは、ゾウミジンコ(Bosmina 
obtusirostris)および 2種の狭冷温性生
物 Eurytemora lacustris (Poppe)と
Heterocope appendiculataのような甲
殻類が生存していることである。貝虫
類の極希少種の Cytherissa lacustris
がハンチャ湖では生息している。 
湖底堆積物のユスリカでは、カクス

ナガレユスリカ属が優占している。魚
類の点では、ハンチャ湖は、ヨーロッ
パ・ホワイトフィッシュ (Coregonus 
albula)型の湖である。最近、淡水サケ
(Salmo trutta morpha lacustris)が再
導入された。 
 

1970年代まで、酸素の状況は悪化し
つつあり、導電率と pH が上がり、リ
ン酸塩の濃度がと昇した。その後、こ
れらの指標は一定のままである。放射
性同位体セシウム 137 で測定した湖底
堆積物には組成の変化が認められた。
砂粒は増加したが、有機物は減少した。
1963年以来、ハンナヤ湖は自然保護地
になり、1976年に制定されたスワルキ
景観公園の一部である。これにより、
ヨーロッパ低地の特徴のある本水域は
富栄養化が抑制されるようになった。
ハンナヤ湖流城の多くの部分を含むこ
の公園内では、広範囲にわたる農業規
制が実施されている。過去においては、
畑地から流れ込む生物起源物質(ビオ
ゲン)が富栄養化を加速させた。 

後

 
ハンチャ湖 
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新刊案内 
「トルコにおける湖沼、貯水地、湿地の保全
と管理」 
トルコで開催された「トルコの湖沼、貯水地、湿地の管理
に関するワークショップ」で発表された論文をもとに作成さ
れた。本書は、日本の環境庁委託業務報告書である。 
本書は、トルコにおける湖沼、貯水地、湿地の保全や管理
に係る事例を紹介することにより、国際協力を推進する一助
となることを目的としている。 
 

「アフリカの湖沼環境保全」 
ILEC 職員執筆による平成 9 年度水資源開発公団請負業務
「湖沼環境調査」報告書。1998年 2月。 
 
第 1章 アフリカ大陸の湖沼(概観、課題、保全の取組) 
第2章 世界の湖沼環境と琵琶湖(世界の湖沼が直面する問題

と琵琶湖の管理、世界の湖沼水質浄化村策の実例) 
第 3章 第 7回世界湖沼会議の概要 
資料編 アフリカの主な湖沼 
 
部数が限られているため、ご覧になりたい方は ILEC事務 
局までお問い合わせ下さい。 
 

「栄養塩過多の浅い湖沼の回復に係る指針」 
ブライアン・モス、ジェーン・マドゥイック、ジェフレイ、
フィリップス著 
1996年、ISBN 09488119 292 
問い合わせ先：The Broads Authority 

18 Colegate 
Norwich, Nor folk 
NR3 1BQ 
England 

 

「湿地と統合河川流域の管理 
アジアと太平洋地域の事例」 

UNEP、ウェットランド・インターナショナル出版、1997年 
 
ウェットランド・インターナショナルで入手可能。本書は
アジア地域で行われている、自然と社会・経済的状況を視野
に入れた、湿地の効用を河川集水域管理に広げる技術的指針
を、政策決定権を持つレベルの河川集水域や水資源の管理者
に提供するものである。 

今後の会議 
「水と廃水に関するアジア会議」 
1998年 3月 2－4日 イラン・テヘラン 
P.O. Box 14185－448 
Tehran, I.R. Iran 
 

「グローバル・ウォーター・パートナーシップ」
(GWP) 
年次総会、1998年 8月 13－14日 
GWP諮問委員会、第 3回年次会議 
 
開発途上国の持続可能な水資源管理に関与しているすべて
の機関の代表者に公開。 
問い合わせ先：GWP Secretariat, 

Sida, SE-105 25 Stockholm 
Sweden 
Fax：＋46－8－698－5627 
Email：gwp@sida.se 

 

「第 8回世界湖沼会議 Lake99」 
日時：1999年 5月 17－21日 
場所：コペンハーゲン 
原稿募集案内：様式に添って、図表、付記を含め 2－4頁の論
文要旨を送付。1998年 11月 1日締切。 
詳細については次号で紹介します。 
 

UNEPセンター支援基金にご寄付を！ 
ILEC は、国連環境計画国際環境技術センター

(UNEP-IETC)の支援財団として経済界や地元自治体の支援
をセンターにつなぐ役割を果たしています。今後とも引き続
き、募金にご協力をお願い申し上げます。 
平成 9年 12月 1日から平成 10年 2月 28日までに寄付を
いただいた主な企業は、次のとおりです。ありがとうござい
ました。(敬称略) 

 
滋賀県労働金庫 
日本経済新聞社大阪本社 
社団法人全日本建設技術協会 
(株)セントラルファイナンス 
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